
66 No.No.695695
20202020びらとりびらとり　　

広広  

報報

みんなでつくる、未来へつなぐ。　　みんなでつくる、未来へつなぐ。　　
　　　　　　　　　  あふれる笑顔、びらとり。　　　　　　　　　  あふれる笑顔、びらとり。



　日新建設（株）に

よる紫雲古津小学

校校地内にあった

「プ」（アイヌの高床

式倉庫）の撤去と、

校舎前アスファル

トの補修工事が地

域貢献活動として

行われました。

　地震などにより倉庫の倒壊、アスファルトの陥没

があり、子どもたちのため工事が必要な状況でした。

町長より感謝状を贈呈させていただきました。ご厚

意に感謝いたします。

（株）磯田組 代表

取締役 磯田洋一

氏より、寄附によ

るご支援がありま

した。

　寄附は住民サー

ビス向上のため大

切に使わせていた

だきます。

　町長より感謝状を贈呈させていただきました。ご

厚意に感謝いたします。

――　感謝状を贈呈させていただきました　――――　感謝状を贈呈させていただきました　――

―――　マスクの寄贈　ありがとうございます――――――　マスクの寄贈　ありがとうございます―――

　（株）ケー・ティー・エム代表取締役 川上 忍 氏、

ならびに sims ㈱代表取締役 伊藤誉志久 氏より 

マスク2,000 枚の寄贈があり、町長に手渡されました。

　医療現場をはじめ、広く新型コロナウイルス感染

症対策に役立てます。ふるさとへの貢献に、心より

感謝いたします。

　平取町商工会青年部より北海道平取養護学校へ、

マスク1,000 枚が寄贈されました。

　商工会青年部の 小林康樹 部長は「皆さまの感

染予防に少しでもお役に立てればと思い寄附させ

ていただきました」とマスクを渡しました。先生・

生徒から謝意が述べられました。

　

　消防職員が業務に関する課題等について、提言・意見を発表する「第

４６回全道消防職員意見発表大会」が開催されました。今年度は、新型

コロナウイルス感染症の影響により、ビデオでの発表、審査となりました。

　道南地区代表として日高西部消防組合平取消防署の宇川 耕平消防

士が発表を行い、救急出動の実体験から、産科医療過疎地域での出産の

不安を払拭する手法について提言し、優秀賞の栄に輝きました。

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

『全道消防職員意見発表大会』で優秀賞受賞（4/23）『全道消防職員意見発表大会』で優秀賞受賞（4/23）
川上町長、任期を終え退任

－退任のごあいさつ－

初登庁時の川上町長

　平成２０年７月に平取町長として就任して以来、１２年

間、町民の皆さまのご支援、ご協力をいただき、任期満了に

より町長職を退任いたします。

　昭和４９年４月に平取町役場に奉職してから、町長職を

含めて約４６年間、ふるさとの見慣れた山や川など豊かな

自然環境のもとに働くことができたことは、このうえない

喜びであります。

　この間、政治や経済が大きく変動する中で、平取町を取

り巻く環境は大変厳しく、これまで様々な問題に直面しま

したが、町民の皆様の深いご理解を賜りながら着実に前に

進めることができましたことに対しまして、ここに謹んで

厚くお礼申し上げます。

　顧みますと３期１２年間、無我夢中で走り続けてまいり

ました。しかし、立ち止まって見ると、知らず知らずのうち

に体力も落ちてきたこと。また、昨年は隣町の旧門別町か

ら明治３２年に平取町外８カ村戸長役場として独立して

120 年を迎え新たに出発したこと。さらには令和という新

しい時代を迎える大きな節目となることを踏まえて、任期

満了を機に退任を決意したところであります。

　微力ではありましたが、これまで何事も一番の町づく

り、平取らしいオンリーワンの町づくりを進めてきたとこ

ろであります。

　基幹産業であります農業の振興として、先人が築き上げ

た、びらとりトマトやびらとり和牛の更なるブランド化の

確立をはじめ、いにしえから沙流川流域に栄えたアイヌ文

化の復興、過疎化が進む中で情報の過疎を防ぐため全町に

高速通信網光ファイバーの整備、さらには福祉、医療の整

備として保育料をはじめ中学生までの医療費の無料化、び

らとり温泉、国保病院の整備など様々な施策を展開させて

いただきました。

　依然として、地方自治を取り巻く情勢は、人口減少、少子

高齢化、気象の変化に伴う自然災害の規模拡大していま

す。さらに世界を震撼させている新型コロナウイルス感染

症の拡大により、住民生活をはじめ地域経済が急落し、戦

後最大の危機を迎え、課題が山積しております。しかし、

「朝がこない夜はない」必ず「陽は、また昇る」ものであり

ます。

　「町づくりは人づくり」であり、人材育成は今後の重要施

策と考えます。第６次平取町総合計画を中心に「みんなで

つくる　未来へつなぐ　あふれる笑顔　びらとり」とし

て、新町長のもと夢と希望のある町づくりに向けて、一層

の発展を願うものです。

　今後は、一町民として平取町の発展を見守りたいと思い

ます。

　結びに、３期１２年間、町民の皆様のご理解とご協力に

重ねて感謝申し上げ、退任のご挨拶といたします。

　本当にありがとうございました。

平成２０年  平成２０年  町長就任（町長選挙１期目当選）

　　　　　  町民との対話「ひざ・びらとり」を開始

平成２１年  平成２１年  「紫雲古津川向大橋」完成

　　　　　  「町民税まちづくり1％事業」開始

　　　　　  「赤ちゃん誕生祝い金」支給開始

平成２２年  平成２２年  口蹄疫被害防止のため「すずらん観賞会」中止

　　　　　  高速通信網光ファイバー整備

平成２３年平成２３年  びらとりトマト販売額40 億円突破

平成２４年  平成２４年  貫気別中学校統合卒業式（平取中学校へ統合）

　　　　　  鹿柵侵入防護柵整備

　　　　　  町長選挙２期目当選

平成２５年  平成２５年  平取ダム建設着工決定

　　　　　  「二風谷イタ・アットゥシ」国指定伝統工芸品に指定

　　　　 　 「こころのホームふれない」開所

平成２６年  平成２６年  「びらとり温泉ゆから」グランドオープン

　　　　　  びらとりトマト史上最高取扱高13,900 トンを達成

平成２７年  平成２７年  「中高生まちづくり議会」開催

　　　　　  「第６次平取町総合計画」答申

平成２８年  平成２８年  平取ダム建設に伴う「豊糠橋」開通

　　　　　  町長選挙３期目当選

　　　　　  

平成２９年  平成２９年  「びらとり義経塾」開講

平成３０年  平成３０年  道南バスのアイヌ語車内アナウンス開始

　　　　　  北海道胆振東部地震発生、「沙流川まつり」中止

平成３１年  平成３１年  アイヌ工芸伝承館「ウレㇱパ」、「二風谷コタン」オープン

　　　　　  平取町営球場リニューアルオープン

令和 元 年 令和 元 年 新平取町国保病院開院

　　　　    平取町120 年記念式典・表彰式

　　　　    記念事業・町民芸術劇場「淡路人形浄瑠璃」公演

令和 ２ 年 令和 ２ 年 新型コロナウイルス感染症に対する「緊急事態宣言」

              発令、「すずらん観賞会」中止

川上町長在任中の１２年間川上町長在任中の１２年間

平取町長　川上　満

（平成２０年７月３日～令和２年７月２日）

広報びらとり➅ No.6953 2広報びらとり➅ No.695



　
イ
オ
ル
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
、
ア
イ
ヌ
語
に
よ
る
物
語
、
地

域
に
ま
つ
わ
る
昔
話
や
神
話
を

語
り
あ
う
「
ユ
カ
ㇻ
と
語
り
べ
」

が
二
風
谷
コ
タ
ン
内
の
シ
ネ
チ
セ

（
１
番
の
家
）
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
例
年
は
５
月
か
ら
の
開
催
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
１
か
月

遅
れ
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
関
係
者
の
協
議
を
踏
ま
え

ア
イ
ヌ
文
化
の
情
報
発
信
と
交

流
の
場
と
し
て
、
ま
た
大
切
な

「
語
り
手
」
の
育
成
の
場
と
し

て
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
ア
イ
ヌ
民
族
は
文
字

を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
全
て

口
伝
え
で
伝
承
し
ま
し
た
。
現

在
の
ア
イ
ヌ
語
も
ロ
ー
マ
字
や

カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
口
承
文
芸
ユ
カ
ㇻ
（
英
雄
叙

事
詩
）
は
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
、
オ
キ

ク
ル
ミ
な
ど
が
活
躍
す
る
お
話

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
カ
ㇻ

は
「
真
似
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
り
、
他
の
人
よ
り
う
ま
く
話

そ
う
と
脚
色
を
加
え
な
が
ら
伝

わ
っ
て
き
て
で
き
た
物
語
と
も

い
わ
れ
ま
す
。

　
元
々
は
男
性
が
囲
炉
裏
の
前

で
語
る
も
の
で
し
た
が
、
今
で

は
、「
メ
ノ
コ
ユ
カ
ㇻ
」
と
い
う

女
性
が
語
る
タ
イ
プ
の
お
話
も

あ
り
ま
す
。

　　
ア
イ
ヌ
語
教
室
に
通
っ
て
い
る
語

り
手
の
方
も
多
く
、
そ
の
上
達
を
実
感

し
て
い
ま
す
。「
語
り
べ
」
は
10
月
ま

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
私
た
ち
も

日
々
練
習
を
重
ね
て
お
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
、
聞
き
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。

　

　

　

久

し
ぶ
り
の
「
語
り
べ
」
で
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と

で
私
た
ち
も
練
習
に
な
り
ま
す
。

　
「
語
り
べ
」
は
、
毎
週
違
う
方
が
担
当

し
、
語
る
種
類
、
内
容
が
変
わ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
聞
き
比
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
二
風
谷
コ
タ
ン
の
見
学
と
あ
わ
せ
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 木幡 サチ子 氏萱野 りえ 氏

　
第
１
回
目
の
「
語
り
べ
」
で
は
、 

木
幡
サ
チ
子 

氏
と

萱
野
り
え 

氏
が
語
り
手
と
し
て
ア
イ
ヌ
語
の
物
語
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
ヤ
イ
サ
マ
（
即
興
歌
）
、
７
分
ほ
ど
の
ユ

カ
ㇻ
（
英
雄
叙
事
詩
）
等
が
語
ら
れ
、
最
後
に
カ
ム
イ

ユ
カ
ㇻ
（
神
謡
）
の
カ
ン
ナ
カ
ム
イ
（
雷
様
の
話
）
を

来
場
者
の
膝
拍
子
と
と
も
に
謡
い
ま
し
た
。

ユ
カ
ユ
カ
ララ

と
語
り
べ

と
語
り
べ

　
久
し
ぶ
り
の
「
ユ
カ
ㇻ
と
語
り
べ
」
終
え
た

二
人
に
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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ふるさと納税 件数内訳

609609

740740

712712

2 , 4552 , 4 55

246246

2929

① 教 育・文 化 の 推 進
　に関する事業

③農林・観光・商工業
　の復興に関する事業

④ 生 活 環 境の向上に
　関する事業

⑤ 町 民 活 動・行 政 活
　 動 の充 実に関する
　事業

② 保 健・医 療・介 護・
　 福 祉の向上に関す
　る事業

⑥その他（未記入も含む）
　５つの事業のいずれか
　に振り分けられます。

　 平 取 町 へ 全 国 の 皆 さ ま か ら「 ふ る

さ と 納 税 」し て い た だ き ま し た の で、

お知らせします。

　この寄附金は、令和２年度に各事業

に繰入れし活用させていただきます。

〇寄附件数　　４，７９１件　　４，７９１件

〇寄附総額　　１億６, ７０４万２, ０００円　　１億６, ７０４万２, ０００円

〇繰入予定額　 ９, ０００万円９, ０００万円

事　業　名 基金繰入額

重度心身障害者医療費 510 万円

障害者自立支援経費 2,000
びらとり温泉施設管理経費 390
乳幼児医療経費 220
予防接種費 1,200
浄化槽設置整備事業 230
新規参入者就農促進対策事業 500
町営牧野整備事業 760
町営牧野経費 1,400
学校指導体制強化経費 790
平取高校対策費 1,000

合　計 9,000

令和２年度繰入予定事業

令和元年度ふるさと納税の実績を報告します令和元年度ふるさと納税の実績を報告します

2929

遠藤氏に「当選証書」付与 平取町長選挙

　平取町長選挙の当選証書付与式が６月１５日㈪に町役場で行われました。

　互野勝弘選管委員長が町長選挙において無投票で当選を果たした遠藤桂一氏に当選

証書を手渡しました。遠藤氏の任期は７月３日㈮から４年間です。

　互野委員長は「平取町の発展のために、今までに培った手腕を存分に発揮していただ

きたい」とあいさつしました。



すこやかだよりすこやかだよりすこやかだよりすこやかだより

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

・
会
話
を
す
る
際
は
、
可
能
な
限
り

　

真
正
面
を
避
け
る

・
こ
ま
め
に
換
気

・「
３
密
」
を
回
避
す
る
（
密
集
、密
接
、

　

密
閉
）

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
発
熱
・
風
邪
症

　

状
が
あ
る
場
合
は
ム
リ
を
せ
ず
自

　

宅
で
療
養
し
て
く
だ
さ
い
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
　
　

健
康
二
次
被
害
を
防
ご
う

　
　
　

健
康
二
次
被
害
を
防
ご
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
外
出
を
控
え
た
結
果
、
運
動

不
足
に
な
る
人
が
増
え
、「
コ
ロ
ナ

太
り
」
と
い
う
言
葉
も
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で「
健

康
二
次
被
害
」
と
し
て
次
の
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
免
疫
力
の
低
下

・
持
病
の
悪
化

 

（
糖
尿
病
・
高
血
圧
な
ど
）

・
肥
満

・
筋
力
低
下
に
よ
る
転
倒
・
骨
折

・
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
の
病
気

・
認
知
機
能
の
低
下

　

皆
さ
ん
は
、
体
型
・
体
調
の
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
体
重
増
加
だ
け

で
な
く
、
筋
力
の
低
下
や
生
活
習
慣

病
の
予
防
や
重
症
化
予
防
の
た
め
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
、

意
識
を
し
て
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
全
国
の
ご
当
地
体
操
資
料
や
動
画

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
に

あ
っ
た
運
動
や
体
操
を
毎
日
す
こ
し

づ
つ
続
け
る
こ
と
で
効
果
が
あ
り
ま

す
。
加
え
て
、
運
動
は
体
重
管
理
や

筋
力
維
持
向
上
だ
け
で
な
く
、
ス
ト

レ
ス
解
消
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま

し
た
が
、
第
二
波
の
広
が
り
も
心
配

さ
れ
、
依
然
と
し
て
油
断
が
で
き
な

い
状
況
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
向
き
合
う
生
活
は
ま
だ

続
く
た
め
、
今
月
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
係
し
た
特
集
を

お
伝
え
し
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式

新
し
い
生
活
様
式

　

再
び
感
染
が
拡
大
し
な
い
よ
う

に
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
す
で
に
気
を
付
け
て
い

る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
感
染
予
防
対
策
を

日
常
生
活
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
生
活
を
す
る
上
で
気
を
つ

け
る
べ
き
こ
と
が
買
い
物
や
移
動
、

ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
場
面
別
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

・
身
体
的
距
離
の
確
保
（
人
と
の
間

　

隔
は
で
き
る
だ
け
２
メ
ー
ト
ル
空

　

け
る
）

・
マ
ス
ク
の
着
用

※
夏
に
な
る
と
マ
ス
ク
に
よ
り
熱
が

　

こ
も
り
、
体
温
が
上
が
り
や
す
く

　

な
る
た
め
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が

　

高
く
な
り
ま
す
。
十
分
に
気
を
つ

　

け
て
く
だ
さ
い
。

・
手
は
水
と
石
鹸
で
30
秒
ほ
ど
洗
う

運
動
の
注
意
点
と
ヒ
ン
ト

運
動
の
注
意
点
と
ヒ
ン
ト

・
体
調
が
悪
い
時
は
無
理
を
し
な
い

・
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
大
事

・
散
歩
は
少
人
数
で
行
う

・
公
園
は
人
の
少
な
い
時
間
や
場
所

　

を
選
ぶ

・
筋
ト
レ
や
ヨ
ガ
は
自
宅
で
動
画
を

　

見
な
が
ら
行
う

・
家
の
中
や
庭
で
で
き
る
ラ
ジ
オ
体

　

操
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
を
行
う

・
座
る
時
間
を
減
ら
し
、
足
踏
み
な

　

ど
を
意
識
し
て
体
を
動
か
す

　【問合わせ先】

　保健福祉課　保健推進係 ( ふれあいセンターびらとり )

　☎４－６１１２　お気軽に問合わせください。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
負
け
な

い
よ
う
、
予
防
を
心
が
け
な
が
ら
健
康
管

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
宅
で
の
筋
ト
レ
メ
ニ
ュ
ー
を
お
す
す

め
し
ま
す
。（
７
ペ
ー
ジ
）
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◆ 図書館からのお願い ◆

　図書館は様々な年代の方が利用

します。感染防止対策をして、ご

利用ください。

・マスクの着用・手指の消毒

・ソーシャルディスタンスなど

図書館図書館へへいこういこう

　7月 2日（木）

【振 内 地 区】 10：00 ～ 12：00　山の駅ほろしり館

【貫気別地区】 14：00 ～ 16：00　貫気別生活館

■　貸出期間は次回の巡回日までになります。

■　毎月第一木曜日に運行します。

　※　図書ワゴン運行予定　※　 　【問合先】　平取町立図書館

　TEL　01457-4-6666

　FAX  01457-4-6871

　ﾒｰﾙ　risu2@guitar.ocn.ne.jp

　『やさいのがっこう とまとちゃ

んのたびだち』

／なかやみわ

（白泉社）

　野菜の子どもたちが、おいしい

野菜になるために通う「やさいの

がっこう」で合格シールを貼って

もらう日を目指してがんばってい

ます。

　とまとちゃんはヘタのまわりが

まだ赤くないので、なかなか合格

になりません。他の子たちとあれ

これ試してみますが、うまくいく

のでしょうか？「やさいのがっこ

う」はシリーズになっています。

　
○開館時間　火～金曜日　９：３０　～　１８：００

　　　　　　　土・日曜日　９：３０　～　１７：００

　○休館日　　月曜日・祝日

　　　※月曜日が祝日の場合は、その翌日も休館

　

【小説】

『濱地健三郎の幽 ( かくれ ) た

る事件簿』／有栖川有栖

『迷子のままで』／天童荒太

『カケラ』／湊かなえ

『妖 (あやかし )の掟』

／誉田哲也

『焦眉』／今野敏

『少年と犬』／馳星周

『合唱 岬洋介の帰還』

／中山七里

『語らいサンドイッチ』

／谷瑞恵

『おこん春暦』／佐伯泰英

【医学・社会・家庭】

『図解新型コロナウイルス職場

の対策マニュアル』／亀田高志

『シニアの高血圧』／土橋卓也

『いちばんやさしいキャンプ入門』

／長谷部雅一

『鬼を切る日本の名刀』

／小和田泰経

『13 歳からの環境問題』

／志葉玲

【児童書】

『雨女とホームラン』

／吉野万理子

『教室の日曜日　パンツをはい

た宇宙人』／村上しいこ

『ネバーウェディングストーリー』

／ひこ田中

『ぼくたちの緑の星』／小手鞠

るい

『ふしぎ駄菓子屋銭天堂 13』

／廣嶋玲子

『あなたの不安を解消する方法

がここに書いてあります。』

／吉田尚記

【絵本】

『とのさまぶたまん』

／長野ヒデ子

『やたいのおやつ』

／ふじもとのりこ

『もりのかばんやさん』

／ふくざわゆみこ

『ひとりだちするきたきつねの

こども』／手島圭三郎

『ぽんぽんポコポコ』

／長谷川義史

『あ・あ』／三浦太郎

新着図書

７月図書館カレンダー

は休館日です

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

小
学
校
外
国
語
活
動
巡
回
指
導
教
員
研
修
事
業

巡
回
指
導
教
員
の
役
割

公
民
館
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
フ
ェ 

オ
ー
プ
ン

漢
字
検
定
・
英
語
検
定
に

子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
し
て

い
ま
す　
　
　
　
　
　
　

〇
授
業
に
関
わ
っ
て

　
学
級
担
任
と
の
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
学
級
担
任
と

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授
業
の
参
観
や
授
業

提
案
、
授
業
準
備
の
支
援
を
行

い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
３
～

６
年
生
の
国
語
、
社
会
、
算
数
、

理
科
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

〇
研
修
に
関
わ
っ
て

　
外
国
語
の
授
業
に
関
わ
る
研

修
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
外
国
語

の
授
業
の
意
見
交
換
を
行
い
、

「
巡
回
指
導
教
員
通
信
」
の
発
行

な
ど
で
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

〇
巡
回
に
つ
い
て

　
平
取
小
学
校
を
本
務
校
と
し

て
、
前
期
は
振
内
小
学
校
・
貫

気
別
小
学
校
、
後
期
は
二
風
谷

小
学
校
・
紫
雲
古
津
小
学
校
を

週
２
回
巡
回
し
ま
す
。

　
町
内
の
小
学
校
に
「
小
学
校

巡
回
指
導
教
員
」
が
配
置
さ
れ

ま
し
た
。
北
海
道
教
育
委
員
会

に
よ
る
研
修
事
業
で
あ
り
、
教

員
の
外
国
語
活
動
等
の
指
導
力

と
英
語
力
の
向
上
を
目
的
と
す

る
事
業
で
す
。
平
取
小
学
校
の
柿

崎
教
論
が
担
当
を
務
め
ま
す
。

　
住
民
の
み
な
さ
ん
が
集
ま

り
、
交
流
で
き
る
場
と
し
て
９

月
末
ま
で
の
平
日
９
時
～
17
時

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ

を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
公
民
館
で
他
の
利
用
が
あ
る

　
場
合
は
休
止
し
ま
す
。

○
漢
字
検
定(

年
３
回
実
施)

　
第
１
回
　
６
月
13
日
㈯

　
　
平
取
中
学
校
（
小
学
生
14
名
・
中
学

　
　
生
６
名
受
検
）

　
第
２
回
　
10
月
31
日
㈯

　
　
平
取
高
等
学
校
（
一
般
町
民
も

　
　
受
検
可
）

　
第
３
回
　
１
月
30
日
㈯

　
　
平
取
中
学
校

○
英
語
検
定(

年
３
回
実
施)

　
第
１
回
　
７
月
17
日
㈮

　
　
平
取
中
学
校

　
第
２
回
　
10
月
２
日
㈮

　
　
平
取
中
学
校
・
振
内
中
学
校

　
第
３
回
　
１
月
22
日
㈮

　
　
平
取
中
学
校
・
振
内
中
学
校

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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今月のワンショット今月のワンショット

一面に咲いたルピナス（小平）
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（前月比）

人　口 4,883 人 （－ 8 人人）

男 2,379 人 （－ 3 人）

女 2,504 人 （－ 5 人人）

世帯数 2,519 世帯 （－ 6世帯）

※ 5月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数
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ベ
ラ
ン
ダ
に
点
字
の
如
き
花
吹
雪　
　
　

井
内　

青
風

短
夜
や
お
悔
や
み
欄
に
友
の
名
が　
　
　

内
海　

綾
子

揚
げ
た
て
の
蕗
の
と
う
待
つ
夫
笑
顔　
　

遠
藤　

紫
光

す
み
れ
咲
く
可
憐
な
れ
ど
も
芯
強
し　
　

川
上
八
重
子

光
芒
も
無
く
春
去
る
か
災
禍
来
て　
　
　

熊
谷　

厚
子

魚
影
無
き
池
が
育
て
る
水
芭
蕉　
　
　
　

柴
田　

紫
梢

囀
り
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
消
し
て
ゆ
く　

千
葉　

俊
子

バ
ス
待
ち
の
朝
刊
め
く
る
春
の
風　
　
　

長
野　

新
一

小
糠
雨
待
っ
て
い
た
よ
と
水
仙
花　
　
　

道
政
サ
ツ
子

山
菜
は
や
は
り
五
月
と
山
路
ゆ
く　
　
　

山
崎　

喜
峰

今
年
又
千
島
桜
に
亡
夫
の
顔　
　
　
　
　

吉
野
千
佳
女

独
活
や
蕗
夕
餉
華
や
ぐ
旬
の
味　
　
　
　

渡
辺　

正
子

　
　役場関係
　電話番号

平取町役場        ☎ 2-2221
総務課 （代表）   ☎ 2-2221
まちづくり課    ☎ 2-2222
産業課               ☎ 2-2223
税務課               ☎ 2-2224
出納室               ☎ 2-2225

建設水道課        ☎ 2-2226
議会事務局        ☎ 2-2227

 アイヌ施策推進課
                  ☎ 2-2341

 農業委員会・土地改良区
                          ☎ 2-2695

観光商工課        ☎ 3-7703

ふれあいセンターびらとり
               ☎ 4-6111

                       
 保健福祉課

  保健推進係・福祉係
                           ☎ 4-6112

 介護支援係・介護保険係
        ☎ 4-6114

町民課               ☎ 4-6113
児童館               ☎ 2-3026

 子ども発達支援センター
                       ☎ 2-3400

 地域包括支援センター
 「ほほえみ」        ☎ 2-3700

図書館               ☎ 4-6666

 平取町教育委員会
中央公民館        ☎ 2-2619
町民体育館        ☎ 2-2749  

 二風谷アイヌ文化博物館
                   ☎ 2-2892

沙流川歴史館    ☎ 2-4085

役場振内支所    ☎ 3-3211

役場貫気別支所☎ 5-5204

 平取町国民健康保険病院
　                       ☎ 2-2201     

 平取町社会福祉協議会
                           ☎ 4-2267 

 平取町外 2 町衛生施設組合
                           ☎ 2-2024

平取消防署        ☎ 2-2361


